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�12月12日（土）13時30分～　�大原集会
所　�司法書士・ファイナンシャルプラ
ンナーによる遺言・相続基礎講座・個別相
談あり　�20人（要予約）　�＆�相続相
談センター芦屋支部（� 0120-640-339）

�������
�12月16日（水）10時～12時　�図書館　
�一般成人　�折り紙・はさみ・のり　�
段谷（�34-2546）
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�1２月19日（土）13時～15時　�商工会館
�男性60歳、女性55歳以上の独身のかた
�ときわ会・杉本（�22-6333）
　
�������	�
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�12月20日（日）13時30分開演　�ルナ・
ホール　�1,000円（高校生以下無料）　
�芦屋少年少女合唱団・藤田（�23-3320）
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�12月23日（水・祝）13時～16時　�精道
小学校体育館　�初心者・親子歓迎　�
踊りやすい服装・上靴（ダンスシューズ
等）　�河村（�・�31-1655）
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�12月26日（土）10時～12時　�打出教育
文化センター　�お正月のお花のアレン
ジ　�16人　�1,000円　�リバティ・柳
原（�0798-35-7589）
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�１月５日（火）＜雨天中止＞　�芦屋公
園テニスコート・シーサイドテニスコー
ト　�硬式テニス・シングルス　�小学
校４年生以下の男・女各48人　�2,500円
�持参または、はがきかファクスに氏名・
年齢・性別・住所・電話番号を記入し、12月
26日（土）＜必着＞で右記へ　�芦屋市テ
ニ ス 協 会（�22-3852/�22-7634/〒659-
0053 松浜町4-4）
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�１月７日～毎週木曜日<全10回>　�
①初級Ａ：９時30分～11時②中級：11時10
分～12時40分③初心者：13時30分～15時
④初級Ｂ：13時30分～15時　�①②各24
人③④各12人※多数の場合抽選　�
15,000円（10回分）　�12月１日～10日ま
でに所定の申込用紙に記入し、下記へ　
�芦屋国際ローンテニスクラブ（�34-
8886）
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�１月30日（土）・31日（日）10時～15時　
�食料品・衣料品・タオル・日用品等　�
＆�みどり福祉作業所（�31-4001）
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�ワード・エクセル・パワーポイント・
アクセス・ホームページ作成・デジカ
メ・インストラクター他、資格取得講座
など　�初心者～専門的に学びたいか
た　�コースにより異なる（詳しくは
右記へ）　�＆�商工会パソコン教室
（�25-0888）
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�12月２・９・16日（水）10時～13時　�＆
�ワークホームつつじ・田中（�22-7044）

�������	
���
�12月２日・９日（水）10時～12時　�図
書館　�作品の制作・人形劇の練習　�
ぷりん・岡山（�31-6801）
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�①12月２日・16日（水）10時～11時30分
�芦屋学園サテライト教室　�育児相
談・育児支援※託児あり（要予約）　�乳
幼児をもつ保護者　�＆�芦屋大学子育
て相談室（�23-0661）
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�①12月２日～13日②15日～24日③26日～
１月14日（９時～17時・最終日は15時まで）
④12月３日（木）13時30分～15時30分　�①
くれぱす作品展②クリスマス展③伊藤真里
子写真展④口腔ケアセミナー　�50人　�
＆�あしや喜楽苑（�34-9287）

�������	�
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�12月６日（日）10時～16時＜雨天中止＞
�ＪＲ芦屋駅北側ペデストリアンデッキ
�葦の風・久堀（�080-5301-0400）

�������	�
�12月６日（日）9時30分～　�阪急岡本
改札前→七兵衛山→横池→キャッスル
ウォール→高座の滝→阪急芦屋川　�400
円（交通費別）　�弁当・水筒・雨具・防寒
具・汁わん　�＆�相塲（�32-0628）

�������	
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�12月11日・16日・１月15日・27日・２月９
日・18日・３月16日・26日　�市内在住で
満20歳以上のかた先着120人　�12・３月
17,380円/１・２月15,280円（キャディー・
税・利用料込み）　�往復はがきに希望プ
レー日・住所・氏名・生年月日・電話番号を
記入し、希望日の10日前までに下記へ　
�芦屋カンツリー倶楽部（�31-0501/〒
659-0002 奥山１-25）
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�＆�①12月11日（金）10時～12時・吹き
矢②12日（土）13時30分～・一日工作（お正
月門松作り）③19日（土）14時～15時・名古
屋の高校生と防災訓練　�①８歳以上②
４歳以上　�①500円②100円③大人200
円　�＆�浜風の家（�35-5700）

�������	
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�12月12日（土）13時30分～16時　�谷崎
潤一郎記念館講義室　�現代短歌の実作
とトーク　�20人　�1,000円　�芦屋
水甕短歌会・藤井（�31-7220）

�������	
��
�12月13日（日）13時30分～　�富田砕花
旧居　�属目散趣　�和田英子氏　�
500円　�＆�角野（�090-8825-1292）
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����12月５日（土）
����大桝公園　
����正午～露天・フリーマーケット・ミニ
　コンサート/午後３時30分～ビンゴ大会/午
　後４時30分～精道中学校ブラバン演奏/午
　後５時～点灯式・ゴスペルコンサート
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����12月５日～１月31
　　　　日・午後５時～10時
����本通り商店街
　　　　（公光町・大桝町）
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石
垣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
も
、
今
回
で
三

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
大
坂
城
の
謎
は
ま
だ

ま
だ
解
け
ず
に
残
り
ま
し
た
が
、
各
分
野
の

精
力
的
な
取
り
組
み
が
共
有
で
き
ま
し
た
。

　

歴
史
学
・
考
古
学
・
郷
土
学
・
土
木
工
学

な
ど
、
分
野
の
異
な
る
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
、

大
坂
城
の
調
査
・
研
究
を
め
ぐ
る
話
題
を
提

供
し
た
後
、
熱
の
こ
も
っ
た
パ
ネ
ル
討
論
に

入
り
ま
し
た
。

　

松
尾
信
裕
大
阪
城
天
守
閣
館
長
・
坪
井
恒

彦
読
売
新
聞
大
阪
本
社
編
集
委
員
の
お
二
人

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行
で
、
徳
川
大

坂
城
石
垣
石
材
産
地
の
問
題
、
豊
臣
大
坂
城

と
の
石
垣
技
術
の
差
違
や
進
化
の
問
題
、
土

木
工
学
的
な
徳
川
大
坂
城
の
設
計
上
の
合
理

性
な
ど
、
歴
史
の
真
実
に
迫
る
実
り
あ
る
議

論
が
展
開
さ
れ
、
参
加
し
た
歴
史
フ
ァ
ン
約

二
百
人
が
耳
を
傾
け
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
多
数
発
見
例
の
見
ら
れ
る
刻
印

石
や
矢
穴
石
は
、
多
く
の
謎
を
解
き
明
か
す

キ
ー
に
な
る
よ
う
で
、
瀬
戸
内
海
域
に
広
く

点
在
す
る
石
切
場
と
の
関
係
や
巨
石
運
搬
ル

ー
ト
や
中
継
地
な
ど
の
推
定
が
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
味
な
調
査
活
動
が
官
民
一
体

で
現
在
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
石
切

場
と
大
坂
城
の
調
査
と
研
究
が
石
材
の
生
産

地
と
消
費
地
と
を
結
ぶ
大
き
な
パ
イ
プ
と
な

り
、
全
国
の
調
査
動
向
の
お
手
本
に
も
な
る

こ
と
、
五
十
年
、
百
年
の
先
を
見
越
し
た
研

究
仲
間
の
育
成
や
そ
の
未
来
へ
の
継
承
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
築
城
史
研
究
会
の
大
坂
城
石

垣
刻
印
調
査
は
、
二
十
年
以
上
か
け
て
も
、

よ
う
や
く
十
二
㎞
以
上
も
あ
る
総
長
の
十
分

の
一
程
で
あ
り
、
大
変
息
の
長
い
調
査
が
今

後
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
五
十
年
ぶ
り
に
こ
の
総

合
調
査
の
意
義
を
振
り
返
り
ま
し
た
が
、
今

後
の
調
査
研

究
の
発
展
に

つ
な
が
っ
て

い
く
有
意
義

な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
あ
っ

た
と
思
い
ま

す
。
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